
SPACECRAFT ONBOARD INTERFACE SERVICES
-HIGH DATA RATE 3GPP AND WI-FI LOCAL 

AREA COMMUNICATIONS
「宇宙オンボードインタフェースサービス(SOIS) -高速3GPPとWi-Fiローカルエリア通信」

【概要】

本推奨規格は、宇宙探査等の宇宙ミッションで使用する相互運用可能な

高速無線近傍ネットワーク通信システムについて、その概要および方式の

選択指針を提供するものである。

【内容】

高速無線近傍ネットワーク通信は、宇宙探査や月・惑星表面での使用が

見込まれており、１つのノード当たりで最大100Mbps、トータルスループット

で最大1Gbps程度の高速通信を想定している。

本推奨規格は地上でも広く使われているIEEE802.11シリーズと3GPPを適

用勧告している。IEEE 802.11（Wi-Fi）は、主に短距離の屋内ネットワーク向

けに設計され、比較的低質量であまりシステムが複雑でないことから広範

囲で利用されている。一方、3GPPは、主に長距離の屋外ネットワーク向け

に設計され、相互運用性、長距離運用、高速通信に適している。

なお、ワイヤレス周波数の選択に際しては、月裏側での電波天文観測に

支障をきたさないよう、SFCG勧告32-2が勧告する周波数以外をSZM領域

（Shielded Zone of the Moon）で利用する場合にはSFCG側との事前調整を

求めている。
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各国宇宙機関およびJAXAの動向

新規文書につき、現在情報を収集中。

図1 近傍ネットワーク通信範囲

表1 ワイヤレス技術の性能評価
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3GPP: 3rd Generation Partnership Project
SFCG勧告32-2： Communication and Positioning, Navigation, and Timing Frequency

Allocation and Sharing in the Lunar Region


